
























器高 14.8cm、口径 29.5cm、底径 12.3cm。完形の片





の幅が 1.8mm ほどで 12 本を 1 条として 10 条を数
える。外底部は静止糸切痕が残る。片口鉢 3(Fig2-3) は、
器高 12.7cm、口縁部は内径 31.8cm、外径 33.2cm、
底径 11.4cm。完形の片口鉢で、卸目は 1 本の幅が




酷似している。片口鉢 4(Fig2-4) は器高 12.4cm、口径
29.6cm、底径 12cm。完形の片口鉢で、卸目は 1 本




5) は器高 18.2cm、口径 42.2cm、底径 15.1cm。完
































鉢などが引き揚げられている ( 室岡 1972)。
　2010 年 6 月 19 日、名立・能生間にある糸魚川市





























測を行った。珠洲焼大壺１点 (Fig.3-2) で、器高 42cm、

































　上越市総合博物館では、2010 年 8 月 10 日の調査
で 1960 年（昭和 35 年）に名立漁港の猟師が引き揚
げた海揚がり珠洲焼（甕・擂鉢）2 点の写真撮影・実
測を行った。担当の一越麻紀さんによると、上越市内






物館蔵品と異なり、室岡博氏の第 1 群 (Fig.4-1~6) のう
ちの 4 点及び第 4 群の 1 点 (Fig.5-1) であると推測され
る。室岡氏の紹介した、第 1 群の甕 (Fig4-1) は昭和 34
年、名立小泊の常盤常治さんが採集。名立川の河口北
北西約 5,000 ｍ、深度 160 ｍの岩礁付近にて引き揚








した甕が寄贈されたのは 1994 年 ( 平成 5 年 ) なので







１群中甕 (Fig.4-2) は口縁部径 25.3㎝、胴部最大径 32
㎝、器高 34.5㎝、底部径 11.5㎝。第 1 群擂鉢 (Fig.4-4)
は口縁部径 31.3㎝、器高 12.2㎝、底部径 12㎝。も
うひとつの第 1 群擂鉢 (Fig.4-5) は口縁部径 32㎝、器高
13.5㎝、底部径 11.3㎝。
　上越市総合博物館の珠洲焼叩中甕 (Fig.3-4) は叩目が





























中葉～９世紀前葉であると推測できる ( 春日 2007)。
そのほかにも、擂鉢や小壺が多数引き揚げられるが個
人売買などにより行方が不明になったものが多い ( 室





る (Fig.5-1)。口縁部径 10.5㎝、器高 19.8㎝、胴部最大
径 16.8㎝、頸部径 8㎝、底部径 8.5㎝である。第 5 群
は大甕破片で籠目叩文である。1960 年、名立小泊の





珠洲焼片口擂鉢 2 点と甕破片 1 点が保管されている
(Fig.5-4)。
































の陶磁器 12 点を採集した (Fig.13-1)。
　荒浜沖からは須恵器横瓶が 1 点引き揚げられ (Fig.6-
1)、柏崎市立図書館中村文庫所蔵品となり、現在は柏
崎市立博物館に保管されている。2010 年 2 月 14 日
に金沢大学・日本海域水中考古学会が基本法量の計
測、 写 真 撮 影 を 行 い、 器 高 26.2cm、 口 径 12.6 ×




　また、平成 20 年に椎谷沖合 6km 地点から海底の
古木回収中に同じく須恵器横瓶が 1 点引き揚げられ
ており (Fig.6-2)、現在、三島郡出雲崎町の越後出雲崎
天領の里時代館内に展示されている。2008 年 11 月
25 日引き揚げ。2010 年 2 月 14 日に日本海域水中考
古学会が基本法量の計測・写真撮影を行っている。器

















焼片口擂鉢は 2 点あり、1 点 (Fig.7-2) は口縁部が内湾
ぎみに立ち上がり、口縁端部は外削ぎ状。卸目は 10
単位で、内面には竹管による円形の挿印がある。底部

























磁器 5 点を採集 (Fig.13-2)。井鼻海岸は沖の一部に護岸
が施された砂浜で、漂着物は多く、波打ち際から離れ
た浜に散乱している。表採品も多く、近世数点を含む






器高 11.5cm を測る。8 つの卸目が放射状に施される。
順動丸の外輪シャフト (Fig.6-6) は、全長が 3.25 ｍにお
よぶ。寺泊で停泊していたところを薩長軍による砲撃
を受け轟沈、その後引き揚げられたものである。
　寺泊沖 ( 弥彦山下の間瀬～出雲崎沖 ) 約 10㎞の地
点は「寺泊タラ場」と呼ばれ、岡本・金子・家田・











告されている ( 出雲崎町史編さん委員会 1993、高橋
1994)。
　山田海岸は沖の一部が護岸されている砂浜で、漂着











られた須恵器甕が 1 点保管されている (Fig.8-4)。前山
1994、山口 1978 によると、器高 56.6cm、体部最








甕 2 点 (Fig. ８-3) で巻町教育委員会が所蔵しており、巻
町郷土資料館に保管されているのはそのうちの 1 点






































が多い。近現代の陶磁器 7 点を採集 (Fig.14-3)。
岩船郡粟島浦村
　粟島西の沖合、約 5km・水深約 130m から灰釉短






















6 点引き揚げられている。そのうち 3 点は吉岡 1994
に掲載されている (Fig.9-1)( 戸根 1992、本間・計良
1972、吉岡 1994)。
佐渡市
　佐渡市には海揚がりの須恵器 4 点と鉄錨 13 点が保
管されている。小木海運資料館には海揚がり鉄錨が







俗博物館には鉄錨が 3 点所蔵されている (Fig.10-7)。佐
渡博物館には海揚がり須惠器が 3 点と鉄錨１点があ
る。須恵器長頸壺は月布施沖で昭和 58 年に採集され
た (Fig.9-2)。9 世紀末から 10 世紀と推測され、佐渡博
物館へ寄贈された。須恵器甕 2 点は二ッ亀沖 (Fig.9-3,5)。
8 世紀ごろの佐渡産のものである ( 佐藤編 1988)。鉄
錨１点は鷲崎沖から採集された (Fig.9-4)。両津郷土博
物館には野浦沖海底遺跡の須恵器甕１点がある (Fig.9-
9)(2009 アンケート )。1988 年に野浦沖合約 5.7km、
水深 130m から引き揚げられた。口縁部を一部欠損
しているものの、ほぼ完形に近く、9 世紀末から 10
世紀の製品と推測される ( 佐藤編 1988)。赤泊郷土資
料館には赤泊港内から採集された鉄錨がある (Fig.9-4)。




れてしまい詳細は不明である ( 佐藤編 1988)。松ヶ崎
沖水深約 260m からは縄文中期前葉の土器 ( 新崎式 )
が昭和 57 年に引き揚げられた (Fig.9-11)( 小熊 1998)。
また、昭和 57 年に真野町田切須崎沖約 7.3km・水深
約 85m から近世の船徳利が引き揚げられ (Fig.9-7)、近
世後半期の北九州産の製品と推測されている ( 佐藤
1989a)。小木町江積沖合水深約 73m から昭和 60 年
に土師器が引き揚げられ (Fig.9-8)、奈良時代の蛸壺と





とが難しい状態である。宿根木海岸では 30 点 (Fig.14-
4)、井坪海岸では 23 点の遺物 (Fig.14-5) をそれぞれ採集
した。佐渡市宿根木海岸と佐渡市真野湾海岸で採集し
た陶磁器を久保公子さんが保管している。宿根木海岸










文土器 1 点、弥生土器 1 点、土師器 2 点以上、須恵
器 12 点以上、珠洲焼 59 点以上、越前焼 2 点、鉄錨
20 点、石製品 2 点、唐津焼 1 点、近世陶器 2 点（徳








で 80 点以上、角田浜沖タラ場で６ 点、その他、柏崎
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5. 珠洲焼片口大鉢 7. 珠洲焼片口大鉢 ( 上越市総合博物館蔵 )
3. 珠洲焼櫛目文短胴壺
6. 珠洲焼 櫛目文長胴壺
Fig.4 　名立沖揚陸珠洲焼 ( 第 1，2 群 )
1 ～ 6, 図面 : 伊藤・室岡・金子 1975 より転載、7, 図面 : 吉岡 1994 より転載









1、2 図面 : 吉岡 1994 より転載、
1 が室岡博の第 4 群
0 10cm
10cm0
































1．寺泊・出雲崎沖揚陸遺物　 岡本・金子・家田・高橋 1977 より引用
















1．天領出雲崎時代館所蔵鉄錨 2．天領出雲崎時代館所蔵鉄錨 ( 脱
塩済み )
6. 新潟市歴史博物館所蔵佐渡海峡揚
陸珠洲焼壺 ( 複製 )
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1. 岩船沖出土珠洲焼 (S=1/8)　吉岡 1994 より転載
10．粟島沖出土短頸壺　小
熊 1998　






文土器 ( 小熊 1998)
8． 江 積 沖 出
土 蛸 壺　( 佐
藤 1989b) 
2． 月 布 施 沖 出
土須恵器長頸壺

































2b. 柏崎市荒浜 . 外面
3b. 柏崎市高浜 . 外面
1a. 糸魚川市藤崎 . 内面　　　　
2a. 柏崎市荒浜 . 内面
3a. 柏崎市高浜 . 内面
Fig.12　新潟県．表面採集資料
4b. 柏崎市長浜～大崎 . 外面4a. 柏崎市長浜～大崎 . 内面
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1b. 柏崎市石地 . 外面
2b. 三島郡出雲崎町出雲崎漁港 . 外面
1a. 柏崎市石地 . 内面
2a. 三島郡出雲崎町出雲崎漁港 . 内面
3b. 三島郡出雲崎町井鼻 . 外面
4b. 長岡市山田 . 外面
3a. 三島郡出雲崎町井鼻 . 内面




1. 長岡市寺泊 2. 新潟市間瀬下山
3a. 新潟市青山 . 内面 3b. 新潟市青山 . 外面
4a. 佐渡市宿根木 . 内面 4b. 佐渡市宿根木 . 外面





1a. 佐渡市真野湾 . 内面 1b. 佐渡真野湾 . 外面
2a. 佐渡市宿根木 . 内面
3a. 佐渡市宿根木 . 内面
2b. 佐渡市宿根木 . 外面
3b. 佐渡市宿根木 . 外面
4a. 柏崎市高浜 . 内面 4b. 柏崎市高浜 . 外面
4c. 柏崎市高浜 . 内面 4d. 柏崎市高浜 . 外面
 
Fig.15　新潟県．表面採集資料 ( 久保公子さん採集 )
